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11 プロジェクトの目的および概要プロジェクトの目的および概要1. 1. プロジェクトの目的および概要プロジェクトの目的および概要

革命 影響は社会全体 見られる中 義革命 影響は社会全体 見られる中 義ＩＴ革命の影響は社会全体に見られる中、義ＩＴ革命の影響は社会全体に見られる中、義
務教育におけるＩＴを積極的に活用した授業務教育におけるＩＴを積極的に活用した授業
導 れが指摘され タ導 れが指摘され タの導入の遅れが指摘されており、インターの導入の遅れが指摘されており、インター
ネットの普及・デジタルコンテンツの開発・教ネットの普及・デジタルコンテンツの開発・教

ププ員の研修など取組みが行われている。このプ員の研修など取組みが行われている。このプ
ロジェクトでは、教育工学先進国アメリカの研ロジェクトでは、教育工学先進国アメリカの研
究を基本に、日本の指導要領に沿った子供究を基本に、日本の指導要領に沿った子供
向けの指導を支援するソフトウェアと教材開向けの指導を支援するソフトウェアと教材開
発、そのための教師用オンライン研修の開発発、そのための教師用オンライン研修の開発
と実施をする。と実施をする。
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２．子供向けの指導を支援する２．子供向けの指導を支援する
ソフトウェアと教材開発ソフトウェアと教材開発

SqueakSqueakを導入している日本の教育現場の参観とを導入している日本の教育現場の参観と SqueakSqueakSqueakSqueakを導入している日本の教育現場の参観と、を導入している日本の教育現場の参観と、SqueakSqueak
の導入に関わっている指導者の面接と通して、日本での導入に関わっている指導者の面接と通して、日本で
SqueakSqueakをはじめとする教育ソフトなどを活用した授業をはじめとする教育ソフトなどを活用した授業
(T h l  I t t d L ) (T h l  I t t d L ) を展開する場合にを展開する場合に(Technology Integrated Lessons) (Technology Integrated Lessons) を展開する場合にを展開する場合に
必要なものは、アメリカの教育現場で主流の、構成主義必要なものは、アメリカの教育現場で主流の、構成主義
（（ConstructivismConstructivism）と）とConstructivism(Constructivism(日本にはまだ導入日本にはまだ導入
されていないされていない))の２ の学習理論をモデルとてソフトウ アとの２ の学習理論をモデルとてソフトウ アとされていないされていない))の２つの学習理論をモデルとてソフトウェアとの２つの学習理論をモデルとてソフトウェアと
教材開発をした。まず、教育ソフト教材開発をした。まず、教育ソフトSqueakSqueakを応用した授業を応用した授業
の指導案（単元プラン）を開発し、オンラインで学べるようにの指導案（単元プラン）を開発し、オンラインで学べるように
指導 ビデオク プも開発 た ビデオク プ指導 ビデオク プも開発 た ビデオク プ指導用ビデオクリップも開発した。そして、このビデオクリップ指導用ビデオクリップも開発した。そして、このビデオクリップ
を見やすくするために、を見やすくするために、SqueakSqueakに付随するインターフェースに付随するインターフェース
機能を開発した機能を開発した(e(e--clip). clip). 単元プラン、指導用ビデオクリップ単元プラン、指導用ビデオクリップ(( p)p)
ははhttp://dana.ucc.nau.edu/~eo4/kenshuhttp://dana.ucc.nau.edu/~eo4/kenshu に公開しに公開し
ている。また、ている。また、ee--clipclip（イークリップ）はマニュアルと共に（イークリップ）はマニュアルと共に
http://www.ehttp://www.e--clip.jp/clip.jp/に公開している。に公開している。
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３．教師用オンライン研修の３．教師用オンライン研修の
開発と実施開発と実施

コンピ タ を応用した授業を展開するには まず子供たちを指導するコンピ タ を応用した授業を展開するには まず子供たちを指導するコンピューターを応用した授業を展開するには、まず子供たちを指導するコンピューターを応用した授業を展開するには、まず子供たちを指導する
教師にその技術と知識を研修する必要がある。アメリカでは教員免許更教師にその技術と知識を研修する必要がある。アメリカでは教員免許更
新のたびに数々の研修が義務化されており、また様々な企業が無料で新のたびに数々の研修が義務化されており、また様々な企業が無料で
教師用の無料研修を実施しており、教師はこうした機会にコンピューター教師用の無料研修を実施しており、教師はこうした機会にコンピューター教師用の無料研修を実施しており、教師はこうした機会に ンピ タ教師用の無料研修を実施しており、教師はこうした機会に ンピ タ
を導入した授業を展開するための技術と知識を学ぶことができる。日本を導入した授業を展開するための技術と知識を学ぶことができる。日本
の教育現場では、学校レベルまたは教育委員会レベルで研修が行われの教育現場では、学校レベルまたは教育委員会レベルで研修が行われ
ているが、その主な目的は教師のコンピューター識字率を上げることにているが、その主な目的は教師のコンピューター識字率を上げることに
ある そこで このプロジェクトでは ２で開発された教材をまず教師に研ある そこで このプロジェクトでは ２で開発された教材をまず教師に研ある。そこで、このプロジェクトでは、２で開発された教材をまず教師に研ある。そこで、このプロジェクトでは、２で開発された教材をまず教師に研
修させて、コンピューターを活用した授業を展開するために必要は技術と修させて、コンピューターを活用した授業を展開するために必要は技術と
知識を体得させた。日本の教育現場の観察、コンピューターを活用した知識を体得させた。日本の教育現場の観察、コンピューターを活用した
授業を展開している日本人の教師と研究者と面接して、アメリカのモデル授業を展開している日本人の教師と研究者と面接して、アメリカのモデル授業を展開している日本人の教師と研究者と面接して、アメリカの デル授業を展開している日本人の教師と研究者と面接して、アメリカの デル
をもとに日本の教育現場の実態に応じるような内容と形の教師用オンラをもとに日本の教育現場の実態に応じるような内容と形の教師用オンラ
インコンピューター研修を開発した。このオンライン研修のコンテンツはインコンピューター研修を開発した。このオンライン研修のコンテンツは
http://dana.ucc.nau.edu/~eo4/kenshuhttp://dana.ucc.nau.edu/~eo4/kenshuに公開されている。また、に公開されている。また、
このオンライン研修の特徴であるオンライン学習コミュニティ はこのオンライン研修の特徴であるオンライン学習コミュニティ はこのオンライン研修の特徴であるオンライン学習コミュニティーはこのオンライン研修の特徴であるオンライン学習コミュニティーは
http://www.ehttp://www.e--clip.jp/moodle/clip.jp/moodle/に作られ、三重県の２２名の現役のに作られ、三重県の２２名の現役の
小学校教員が７月から８月にかけて、この研修と学習コミュニティーに参小学校教員が７月から８月にかけて、この研修と学習コミュニティーに参
加した。加した。
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